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全体を通して（事業所の優れている点、独自に工夫している点など）

◇特に評価の高い点

　現在29名の入所児童がいる中で、職員が毎日小学生以上の子どもと個別で話し合いの時間を持っ
ていることに、施設長をはじめ各職員が子どものために熱心に取り組まれている姿が伺われました。
現在この時間を「反省会」と称しているが、実際は、受容的・支持的な態度で寄り添い、子どもと共に課
題に向き合う時間であったり、子どもの要望を聞いたりする時間であると思われます。集団生活の中で
「自分ひとりだけの時間に大人が一緒にいる。」ことは、保護者と生活できない子ども達にとっては特別
な時間であると考えます。集団生活で、職員配置が充分でない状況で、実施されておられることは高く
評価できます。
　
◇改善を求められる点
　子どもの最善の利益のために、日々努力や工夫を重ね、子どもへの支援や施設の運営をされている
姿勢は、建物の様子やヒアリング、子ども達の様子から伺えました。それは法人の理念の具現化であ
るのですが、残念ながら文書化はされていませんでした。障害者福祉は政策面で過渡期にあるもの
の、見通し困難な中こそ、施設の方向性を明確にしていくことが、経営の安定及び職員・利用者の精神
的安定にもつながると考えます。法人としての理念および基本方針を明確にするとともに、早い時期に
中・長期目標が策定されることを期待します。

　一日かけての評価、有り難うございました。また、適切な御助言を頂き、感謝申し上げます。
　ｂ評価、ｃ評価の項目については今後の検討課題とし、またａ評価を頂いた項目につきましても、更な
る向上を目指して努力してまいります。
　今後も子ども達の安心安全な生活確保、また健全な成長に努め、社会貢献に尽力してまいりますの
で、ご指導の程宜しくお願い申し上げます。
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■評価項目別の評価結果（特記事項）

ａ 18 ｂ 12 ｃ 1 Ｎａ 0

ａ 1 ｂ 2 ｃ 0 Ｎａ 0

ａ 3 ｂ 3 ｃ 0 Ｎａ 0

ａ 6 ｂ 11 ｃ 1 Ｎａ 0

ａ 2 ｂ 1 ｃ 0 Ｎａ 0

ａ 2 ｂ 5 ｃ 1 Ｎａ 0

ａ 0 ｂ 0 ｃ 4 Ｎａ 0

ａ 3 ｂ 14 ｃ 9 Ｎａ 0

４　権利擁護

1　養育・支援

全体的に、子どもの最善の利益を実現しようと、職員の方々が取り組んでおられる姿勢に感動いたし
ました。
食事については嗜好調査を実施されたり、毎月の誕生日会で希望のメニューを反映するなどされてお
られることは、高く評価されます。また、個々に応じた養育・支援を行うことを工夫して実践されておられ
るとともに、フォローアップの手順が決められ、退所する時に、子どもと保護者にフォローアップをする
旨の説明をして実施されていました。

２　家族への支援

親子再構築への取組の一環として、施設内に親子訓練室が整備され、活用されており、積極的に取り
組んでおられました。

３　自立支援計画、記録

ケースシステムの導入により、職員の負担軽減になり、業務省力化につながっていました。

職員の資質向上のため、研修会への参加に積極的に取り組んでおられます。しかし、職員の教育・研
修に関する基本姿勢が明文化されておらず、個々の研修計画を作成されていませんでした。人材育成
の観点からも、組織的に取り組んでいただくことを期待します。

８　施設の運営

施設長を中心に、様々な取組を行っておられますが、まずは理念の明文化が必要と思われます。

施設長、副施設長のスーパーバイズを受けながら、主任を中心に子ども達と関わっておられます。「反
省会」で子ども達の意見等を聞く機会は確保されていました。

５　事故防止と安全対策

緊急時対応マニュアルがあり、ＡＥＤや刺す又等が配置されていました。

６　関係機関連携・地域支援

現在市の子育て短期利用事業の委託を受けて実施されていますが、施設の持っている機能を地域の
人に活用していただくための説明や紹介をする方法が十分ではありませんでした。ＰＲ方法の工夫が
今後の課題であると思われます。

７　職員の資質向上
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